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講 演 録

ケ-ンセパ レーションシステムを

用いたさとうきびの総合利用

宮 城 貞 夫

(第 一 製 糖 ㈱)

御紹介を頂ました第一製糖の宮城でございま

す.沖縄のさとうきび産業は皆様方,そして多

くの方々が御存知のように,今の所沖縄農業の

基幹をなすものでございます.

さとうきびは沖縄に伝来して既に360年とも

言われる.長い歴史のある大変重要な作物であ

りまして,今後とも基幹作物として是非,長く

長く生きのびて行って欲しい価値の高い農作物

だと思っております.

しかしながら,私達がこのように肩入れし,

重要視しておりますさとうきびも今や外にあっ

ては最近の円高の急進展や農産物自由化の圧力

に押され,又内にあっては就業者の高齢化や収

穫機械化の遅れ等々,内外共に種々の悪条件が

重なりあいまして,こう言いますと,皆様方に

大変なおしかりを受けるかも知れませんが,最

近の状況を見ておりますと,単なる私の杷憂か

も知れませんが,何かこれからどんどんさとう

きびが減少して行くのではないかと言った不気

味な予感が致しまして大変心配を致している所

でございます.

しかし,これはあくまでも今までのように今

後とも唯,栽培,収穫,製造コストがいくらアッ

プしたからいくらに値上げせよとか,政治的に

唯ワイワイ圧力をかけるのみで,実際的,具体

的に合理化対策がなされなければと言うことで
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あります.

唯,幸いにしまして,最近は県を始め産官学

多くの方面でその実質的な合理化対策が検討さ

れ,地道に取組み始めておりますので,今後,

これらの対策が大いに功を奏しまして,又再び

以前にましてもり返してくれるよう熱望するも

のであります.

このように大変生意気なことを申上げており

ますのは,実は私,現在沖縄県と分蜜工業会で

組織しております糖業振興協会と言う組織がご

ざいますが,今実体はそこに ｢さとうきび総合

利用推進協議会｣と称する組織がございますが,

私はそこの下部機構であります ｢さとうきび総

合利用技術開発委員会｣の委員長を務めさせて

頂いておる者でございまして,実はその上部機

構の協議会の方の会長さんはほかならぬ,本南

方資源利用技術研究会の委員長でいらっしゃい

ます当山先生でいらっしゃいますが,実はそう

言う組織がございまして,今各方面から｢高い,

高い｣と非難されている甘煮国産糖の製造コス

トを何んとかしてもっと安く出来る方法はない

か?と言うことで色々審議検討をしている所で

ございます.実はその審議のなかから,それな

らば,さとうきびの持っている価値を総合的に

利用したらいいのではないかと言うような意見

が出て釆まして,それならばそれを徹底的に研

究して見ようではないかと言うような趣旨で研

究をしておるのですが,私は実はそこの委員会

の一員と言うことでございまして,そのような
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関係から先程から口はばったいことを申上げて

おる訳でございます.そのような関係から本日

主として御紹介を申し上げようとしております

｢ケーンセパレーションシステム｣につきまし

ても先般,委員会の研究調査と言うことでジャ

マイカまで行ってまいりまして視察確認をして

来た訳であります.所で,今申し上げておりま

す所の,さとうきびの総合利用と言う考え方は,

確か以前からほかならぬ本南方資源研究会の国

村田先生を始め,多くの諸先生方がおっしゃら

れていたことと同じでございまして,正に考え

方はさとうきびを ｢バイオマス｣と言う観点か

ら見直そうと言うことでもあります.

唯今の所,私ども製糖業は,現在は支持価格

制度と言うのがございましてこれを簡単に御説

明致します.

各年度ごとにさとうきび原料と原料糖価格を

政府が決定買上げ支持することによりさとうき

び生産者を保護育成すると言うような制度であ

る訳ですが,私どもはそう言う制度下で現在さ

とうきびから主として砂糖のみを回収販売して

やって来ておる訳であります.

所が最近はその砂糖,つまり国産糖でありま

すが,それが今外国産の原料糖に比べて数倍も

高いではないかと言う,色々と非難,おしかり

を各方面から受けておる所であります.そこで

これを何んとかして安く出来ないものかと言う

ことですが,その方法としましては色々な方法

がありましょうが,とにかく今のやり方は,さ

とうきびから主として砂糖のみを回収してそれ

の売り上げだけに頼っております関係上現在の

方法を改善しない限りは原料きびの価格そのも

のが現在の数分の1に安くなるか,或いは糖分

の量がこれまでよりも数倍も高いような高糖分

のさとうきびを新たにつくり出す.つまり,そ

の取れる砂糖がさとうきび単位重量当りこれま

での数倍も歩留が高くならなければ砂糖の値段

は現在の数分の1と言うような安い値段にする

のは大変難しい訳であります.しかしながら御

承知の通り,今の技術では早急にはこのような,
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今の何倍も糖分の多いと言う夢のようなさとう

きびをっくり出す技術はとても出来そうにあり

ません.唯さとうきびには,幸い糖分以外にも

いくつかの有用成分が含まれていることが昔か

ら確認されておりますので,そんな夢のような

ことをするよりもむしろ一緒に含まれている別

の有用成分をB]収利用する技術を開発する方が

手っとり早いのではないかと言うことになって

来た訳であります.とは言いましても,ではそ

の手っとり早く他の成分を利用する方法技術は

どうするかと言うことになりまして又種々検討

審議致しました所,どうやらさとうきびを総合

有効利用する点では最近開発実用化された｢ケ-

ンセパレーションシステム｣が面白いのではな

いかと言うことになって来た訳であります.

と言いますのは,実は現行のさとうきびの処

理方法でありますミル方式やディフューザー方

式では,その原料処理の第一段階に於いて原料

きびを全量混合破砕圧搾抽出する方式となって

おります為に砂糖のB]収に主力を傾注すれば他

の含有有用成分の方は一括してバガスやフィル

ターケーキ或いは廃糖蜜等に移行せしめられる

ことになりまして結局の所同時回収が大変困難

である訳であります.

と申しますのは,もし仮に改めてこれらから

又更に有用成分を分離回収しようとしましても

既に砂糖が回収されてしまってその他の不純物

が高濃度になってしまっております為にこれら

を再処理して分離回収すると言うのは結果的に

相当に高コストになってしまうからなのです.

このようなことからミル方式下での,これらの

製糖副産物の利用状況は現在の所殆んどが無処

理のままでただに近い,実に安い値段で処分さ

れる結果となっておりまして,それが又結果的

に砂糖の売り上げ価格のみで全ての経費を負担

することとなってしまいまして,結局,砂糖の

価格は高いものになってしまっているのだろう

と思うのです.

その点今回御紹介申し上げようとしておりま

すケ-ンセパレーションシステムを用いるプロ

-3O -
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セスの場合は,原理的に原料を処理する第一段

階で第 1図及び第2図,第3図,第4図,第5

図のようにまずさとうきびをうすい最っとも外

側の表皮の部分 (Epidermisと称する)とその

すぐ内側の堅い,厚い皮の部分(rindと称する),

そしてジュースの多い白色内実部 (Pithと称す

る)の部分に3分割出来ると言う特徴がありま

す所から砂糖の回収は勿論のこと,その他の有

用成分もほかの不純物類が濃縮しておりません

ので分離回収が容易であり,従って安いコスト

で分離回収が出来ると言う訳であります.

図3

ケ-ンセバレーションシステムを
用いたさとうきびの総合利用

図2

3分割されるキビの模式図
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従いましてさとうきびを総合利用しようと言

う場合には理論的にも大変有利になるはずだと

言うことであります.

そのような観点から早速東京にありますアム

クライド社の代理店から資料をとりよせまして

詳細に検討して見たのでありますが,実はもう

既に現在,その技術システムを用いた工場が2

工場も稼働していると言うのに単なる図面や説

明書だけからではどうしても理解しにくいと言

いますか,納得の行かない疑問点がいくつかあ

るのです.

そこでそれではもう唯,あーか,こ-かと推

理ばかりするよりは,工場も動いているのです

から実際に直かに見て来た方が早道ではないか

と言うことになりまして,昨年末頃に,今動い

ております,2つの工場のうちの1つがありま

すジャマイカまで行きまして実際に視察確認を

してまいった訳であります.

実は行く前から文献上からも,このシステム

技術を用いている所では,ダイユタリーファイ

バーとか,チャーコール,テーブルシロップ,

アモルファスショガ一,建材など日本では殆ん

ど見られない4-5種類の製品類が製られてい

るらしいことは知っておったのでありますが,

実際に行って見ますと,はたして本当にこれら

の製品頬が製造され,販売されているのをまの

あたりにしまして感動をおぼいたのであります.

と申しますのは,これまでも,あの有名な製

糖副産物利用学のバツラウ博士の書かれた本か

らも150種類以上ものさとうぎび利用のしかた

があり種々多様なものがさとうきびから製れる

らしいことは読んで知っておったのであります

が,最近ではこれらは例えば糖蜜中の糖分のみ

を利用するエタノールや各種アミノ酸,或いは

パン酵母製造などの発酵産業とバガスを利用す

るパルプ製造業等ごく僅かの産業のみが生きの

びて来ているだけであり,しかもこれらはいず

れも一工場で単一の製品のみを製っている例が

多く,今や同時に幾種類もと言う所はどこの国

へ行っても殆んど見られなくなっているのが現
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状でありますので,今回このようにさとうきび

から実際に色んなものがっくれることを見るこ

とが出来まして,長い間私達が模索して来たさ

とうきび総合利用の一例を見まして大変勇気づ

けられる思いがしたのであります.

実はここに,あちらジャマイカ工場で生産さ

れております色々なサンプルを持って来ており

ますので今それを御参考の為に皆さん方の所へ

お廻わし致しますので実際に目で御確認下さい

ますようお願い致します.

それでは,その ｢ケ-ンセパレーションシス

テム｣の歴史と特許販売権そしてその技術の特

徴をまず御説明してからスライドを用いまして

工場の実際の運転している模様をお見せして行

きたいと思います.

まずケ-ンセパレーションシステムのアイデ

アが一体誰によって着想されたかと言うことで

すが,これは約20年前カナダのS.E.ティル

ビーと言う人によるものですが,ヒントは彼が

カリブ海の或る島へ行った際にさとうきびの表

皮を見て,その竹に似た頑丈で真直ぐな形状に

感心してその表皮を建材に利用出来ないかと考

えたことからだったと言われております.しか

しながら,その技術開発はなかなか困難を極め,

結局基本技術は出来たものの,システムとして

は色んな歴史を経てその後,現在エクアドルに

ある ｢マルカ｣と言う工場のオーナ-社長であ

る,ビル･グラ-ムによって改良につぐ改良を

経て現在の形になったと言われております.従

いまして現在では技術的一切の権利はビル･グ

ラ-ムの会社であるIWCL社が保有し,製造販

売の全権利はミネソタ洲にある,アムクライド

社が保有すると言う状況となっております.

さて次に,ではケ-ンセパレーションの仕組

みがどのようになっているかと言うことですが,

これは次の第6図に示してありますように,ま

ずアクセレーティングコンベヤーよりセパレー

ターにさとうきびがフィードされると,スプレッ

タ一によりそれが真申から2分割され (Sp-

1itterStation),ビスの部分が内側からビス

32
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カッターローラーにより削 り取 られ (Pith

MilllngStation),更に残ったComrindの表

からうすい外側の皮を (Dermax又はEpidermis)

を削り取られ (EpidermisRemovalStation),

そして最後に残った部分がチョッビングされて

(shredder/ChipperStation),下のコンベヤー

で運び出されて行く仕組みとなっております.

(第6図)

図6

所で,このような図面を見ておりますとまず

誰でも次のような疑問が出て来ると思います.

と申しますのは,まず太いさとうきびが真申か

らスプリッタ一により均等に2分割されるのは

よく分るのですが,仮に細いきびや曲ったきび

が同時に入って来た場合,スプリッタ-の左右

どちらかの片側から通過して行かずに,どうし

てこれも真申から均等に2分割されることにな

るのかと言うことです.

私達がケ-ンセパレーション機構で最っとも

理解が出来ず納得のいかなかった第一の疑問点

もまずこの点でありました.何故ならば,もし

太いキビだけのPithが削られるのみで細いきび

の方はPithが削られるだけでなく皮も削られる

のであれば,結局,pithBagasseの方へRl｡dの

削りくずが混入することとなってビスバガスの

33-
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質が悪くなってしまいますので,従って従来の

システムと大して違いのないシステムとなる恐

れがあるからです.実は-ッキリ申し上げれば

この疑問が図面等から見てどうしても解くこと

が出来なかった為に結局直かに見て確認する必

要があると言うこととなりジャマイカまで確認

しに行った訳であります.ところが,まず行っ

て見ましてやはりそれなりの仕かけがあること

が確認出来ました.それは添付してあります写

真のケ-ンセバーレークーのスプリッタ-ロー

ルの表面を見て頂ければすぐ氷解します.即ち

スプリッタ-ロールの表面には約10%ぐらいの

厚いゴム製のロールが張りつけられておりまし

て,これが入って来るきびの太さに応じて自由

自在に伸縮しつつあらゆるきびのセンターがス

プリッタ一に当るしかけになっていたのであり

ます.この機構は実際に実にうまく働いており

まして,2分割される効率は9割をこえる程だ

と言うことでした.

次に第二の疑問点ですが,ビスを削り取る際

の皮 (Rind)の厚みを一定にコントロール出来

るかと言うことです.実はこれがうまくいくか

どうかは,RindにPithを削り残さずに糖分搾出

率を高く設定出来るかどうかの最っとも重要な

疑問点であります.

まず疑問点は太いきびも細いきびも等しく内

側からはたして同じ厚みの皮になるようにビス

を削り取れるものだろうかと言う点でありまし

た.ところが,これも現実に処理されているの

を見まして全く問題のないことが分りました.

と言いますのは, この部分に入る前にまず

IntermediateRollerStatlOnがありましてこ

こでRollerにより外側から押しつけっっそのま

まPithMillingStationでも外側からローラー

で押しっけながら内側から削り取る仕組みであ

ります所から削られてだんだん薄くなりながら

平面に延ばされて行き,最後にはデフレクター

の働きにより一定の厚みになるように削られる

仕組みになっていたからです.

次に第3点目の疑問点ですが,実はローラー
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の刃の耐久性がどのくらいもっものなのかと言

うことでした.と申しますのは,若しローラー

が直ぐに磨耗するのであれば短期間に頻繁にセ

パレーターを解体してローラーを取りはずし取

りつけをせざるを得ず,そうなれば処理能力の

低下もさることながら停止によって処理工程液

が腐放しやすくなり,歩留の低下につながる恐

れがあるからです.

この疑問点も実際に運転処理されているのを

見聞することによってもう殆んど問題のない程

度まで解決されていることを確認することが出

来ました.まずローラーの取りはずしの件です

が,現在ではセパレーターを全体的に解体する

ことなく停止さえすれば1台ずっ手前の方へ取

り出し取はずしが出来るらしく,又取りつけも

前以って削切してあった補修済のローラーをそ

のまま簡単に押し込み取りつけが出来ると言う

ことでして,その取りつけ取りはずしに要する

時間は僅かに20-30分程度でOKと言うことで

した.

所でローラーの刃の耐久性ですが,確かに当

初のものはプレイドの材質が悪くてきびを200

トンも処理するとすぐに取り替える必要があり

ましたが.何度も改良をして来ました結果現在

ではカーバイト系の合金メタルを使用するよう

になってからは一回とげば5日間はそのまま連

続して使用が可能と言うこと,つまりきびを

2,500トン処理が出来る即ち連続5日間運転が

可能になったと言うことでした.従いまして初

めのころはブレード60枚/屯/コスト (USド

ル)は1.6ドルもありましたものが,現在は0.15

ドルまでコスト節減が出来るようになっている

そうであります.尚,ロールは20回は削切可能

とのことです.そのはかにも色々の疑問点が質

疑確認されましたが長くなりますので割愛致し

ます.

次にケーンセパレーションプロセスに於ける

物質収支がどうなっているかについて若干御説

明致したいと思います.

これまでお話して来ました通り,本システム

南方資源利用技術研究会誌

のケーンの3分割法が仮に十分機能し得るもの

であり,又きびの総合利用上如何に好適なプロ

セスであるとは言いましても,現在の日本では

やはりいまだ糖分の価格が一番に高いものであ

り,従ってこれの回収をなおざりにする訳には

行きません そこでそれぞれのきびに含まれて

いた糖分や繊維,水分,ODS(OtherDisolved

Solid)等がセパレーションによってEpidemis

Rind,Fiber,Juice,PithFiberの4つの各

部分にどのように分離され,とりわけ糖の回収

がどのようになっているかを調べて見ました所,

第7区Ⅰのようなマテリアルバランスになってい

るとのことでした.このデーターは原料糖工場

と併設になっていると言われます, 1時間当り

20屯処理能力のエクアドル･マルカ工場に於け

るCaneSeparationProcessでの実績値だそう

であります.
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さて,この物質収支表を見ましてまず最初に

気になりますのはやはりRindFiber(6.8%)

とPithFiber(5.3%)の両Fiberの残留糖分の

多さであります.ここでの搾出ジュース中へ回

収されるトータルでの糖分量は原料中の13.8%

に対しまして11.48%となっておりまして,そ

のSugarExtractionは僅かに11A8/13.8×100-
83%となっておりまして,従来プロセスの95-

96%と比べますと,実に12-13ポイントも低い

超低回収率となっておりますが,その大半の原

尚は特にRindFiberへの糖分残留が大きいせ

いであることは明らかであります.

このことは,如何に総合利用上ケ-ンセパレー

ションシステムが優れているからと言いまして

も糖分の回収率がこのように低いのでは現時点

では大巾な収入減となりますのは必然的であり

ますし,若し解決の出来ないものとすれば,シ

ステムとしては致命的な欠陥のあるものと見倣

しても過言ではないと言えましょう.そこで早

速この点が問題となりましてマルカの工場を所

有しておりますIWCL社のグラ-ム社長にこの

点を問いただしました所では,実は彼の答は意

外なものでした.と申しますのは,RindFiber

にSugerを6.8%も残したのは極力RindFiber

の方の堅い,リグニンの多いFiberがけずられ

て,これが一方のしぼられるPithFiberの方へ

混入して,このビスファイバーをダイエタリー

ファイバー或いは家畜飼料として利用しようと

する場合に,利用価値が極力落ちないようにす

るためにわざとけずり過ぎないように厚くして

いる結果糖分が多くなっているのであって,ら

し仮に糖分をもっと回収しようとするのでした

らRindからPithをもっと削り取ればよく,そ

れはデフレクターを調整さえすれば,それ程難

しいことではないとのことでした.つまりPith

側へB]い表皮の混入を許してダイユタリーファ

イバーや家畜飼料用としての質低下をさせても

糖をもっと回収するのがよいか,或いは逆に糖

の回収は少し悪くてもPithFiberの利用価値を

重視するのか,さてどっちの方がいいかと言う

ケーンセバレーションシステムを
用いたさとうきびの総合利用

問題であって,その気にさえなれば貴方がたの

言うように糖分の方を重視するのであればもっ

とビス側の削り方を多くしさえすればよいので

すからそれは簡単に改善出来ますよとのことで

ありました.

因みに,このケ-ンセパレーションプロセス

で輯収されるビスは,あの従来プロセスのバガ

スのような固い表皮の混入が少ないものですか

ら,草の織維みたいに実にやわらかでありまし

て,又表皮からの色素の混入もありませんので,

色が白く,表皮に多いと言われるリグニンの含

有率も低いものですから消化率が高く家畜飼料

としても最適であると言われております.

又これを唯乾燥して微粉砕するのみで大変に

おいしいダイエタリーファイバーが製造可能で

あるとのことです.

そのサンプルを今そちらの皆さん方の方へ廻

していると思いますので取り出して味わって見

て下さい.や 甘ゝ味が感じられて舌ざわりもや

わらかで大変においしいものだと思います.こ

れは10%以下の混入率であれば学校給食用パン

に混ぜて使っても味も,かたさも全く変わらな

いそうであります.そのように学校用だけに限

らず普通のパン粉に混ぜても自然に主食をとり

ながらへミセルローズの方も採食出来る訳です

から便秘にもよいと思います.それから又Rind

Fiberの性質も忘れてなりません.こっちの方

もあの竹のように堅い表皮のみで,内側のビス

が混ざっておりませんので極めて強度の高いボー

ド板の製造が可能であります.かつて私達はバ

ガスから製造されたパーティクルボードを見た

ことがありますが,そっちのパーティクルボー

ドの場合はビスファイバーの混入が比較的に多

いものですからこれがもろさの原因となるらし

くなかなか高強度のものが製造しにくいようで

ありましたが,こっちのケ-ンセバレーション

プロセスからのRin-dは竹によく似た頑丈なもの

でありまして外壁材としても十分使用が可能な

建材が製造可能であるそうであります.

従いまして,グラハム社長の説明では糖分回

-35-



宮 城 貞 夫

収を若干高 くするよりはむ しろRindや_Pith

Fiberの高品質 ･高度利用性を考えてRindから

のPithの削切を押え気味にして意識的にRind

Fiberへの糖分残留を高目にしているのだそう

であります.っまりこのことは,トータル収入

から言って糖分回収を高くするのがよいか,或

いはRindやPithFiberの高度利用を図づてより

多くの収入を得るのがよいのかのどちらをとる

かの問題だと言う訳です.

あちらの国では糖分がそれ程高くありません

ので,糖度回収率を無理して高くするよりはむ

しろRindFiberやPithFiberの方を大事にし

ているのだと言う訳であります.以上お話致し

ましたように,ジャマイカに行きますまでは,

このケーンセパレーションシステムに対して幾

つか疑問があり半信半疑の状態であった訳であ

りましたが,一応これらのことを直接日で見て

確認致しました結果,どうやらこのやり方は,

さとうきびの大規模処理と言う点では不向きで

あり問題があるかも知れないが,特に沖縄県の

ように各所に小規模工場が点在しているような

典型的な離島県のような所でしかも,今後,こ

れまでは製糖副産物として廃棄に等しいような

安価な処分のされかたをしていた物を全く新ら

しい方式で高付加価値化を図り,砂糖を含めた

新総合有効利用法を開発することにより,トー

タルとしての売上げ増を図り,結果的に砂糖の

製造コストを安くして行こうと言うような場合

には実に最適なシステムとなるのではないだろ

うかと思うようになった次第であります.

それでは次に,現在ジャマイカで,彼等が本

セパレーションシステムを用いて実際にどのよ

うなさとうきびの総合利用の仕方を試みつつあ

るかについてもう少しくわしく御紹介して行き

たいと思います.

まず初めに現段階に於いてアムクライド社が

これまでの経験をもとにして本システムを今後

巾広く販売普及させて行く為に構想しっつある

トータルプロセスとして従来の圧搾方式プロセ

スとの種々の特徴を比較する為に作成した比較

南方資渡利用技術研究会誌

(第8図)がありますので主としてこれを例示

しつつ御説明して行くことにしましょう.と言

いますのは,現在実際にジャマイカで目標にし

て実現を図りつつある方法もこの第8図の方法

と概ね同じ方法であるからなのです.

この比較図を御覧になってまずお気付きにな

ると思われるのがバガスの利用法だろうと思い

ます,例えば従来ミル方式ではバガスはSteam

Generationの為に大半が燃料として消費されて

しまうのが普通ですが,本ケ-ンセパレ-ショ

ンプロセスの場合は工程の途中からまず初めに

｢caneJuiceBeverage｣として利用するために

或る量のジュースが取り出されて行きます.そ

して残りのジュースは更に濃縮されてシラップ

となるのですが,ジャマイカではここでこれら

を2つに分けます.ジャマイカではその約20-

30%量をクエン酸を用いて部分転化処理を行っ

て ｢TableSyrup｣と言うのを製造しています,

ここでクエン酸を用いて部分転化します意味は,

1つには冷えた後ににごりや沈殿を防ぐことで

す.2つ目には,クエン酸が入っていると冷や

した場合にそう快感が得られることです.あち

らではこれをBx75にして販売しています.そ

れから残りの約70%量のしラップは,転化処理

を行なわずにそのま 更ゝにBx95ぐらいまで高

濃縮してから細い管の中をェヤーと一緒に猛ス

ピートで通過させることによって冷却固化粉末

化させ,いわゆる ｢アモルファスシュガー｣と

称する粉末黒糖を製っておりました.この方式

は原料糖製造工場のように2段,3段に結晶分

蜜操作を繰り返ししながら蒸気を多量に使用す

る必要がないものですからェネルギーの消費量

が極めて少ないと言うのが大きな特徴になって

います.従いましてラインドやビスバガス両方

の約80%もの量が余剰可能となるのだそうです.

こうして余らしましたバガスは今ジャマイカで

は発酵乾燥法で省エネ乾燥 した後に ｢Char-

coal｣製造機でチャコール (いわゆる木炭)杏

製る予定だと言うことで準備をしておりました.

今皆さんの所のそのサンプルが廻っておると思
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図8

いますが,これは煙も出さず,火付きも,火も

ちもいいなどの特徴がある所からアメリカなど

でも今大変重宝がられるようになってかなりの

需要が出て来ていると言われております.今ジャ

マイカではkg当り0.4USドル (日本円で150円

換算で60円/kg)と大変安い値段で販売されて

いるのですが,日本ですと恐らくその4-5倍

程度にはなるだろうと思います.勿論これはチャ

ーコールだけでなく,活性炭にしてより付加価

値の高いものにするのもーつの方法だと思いま

す.

次にケ-ンジュースの利用法として ｢Cane

juiceBeverage｣の販売をしておりましたので

後紹介します.このジュースは原料糖工場で清

浄する場合に石灰を加えてPH調節してから凝

集沈殿清浄する方法で清浄されるいわゆる通常

の清浄とは大部異った処理をされるジュースで

あります.どんな処理方法かと言いますと,ま
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ずビスをプレス機でしぽったま のゝジュースを

pH調整せずにそのま 1ゝ00℃まで加温し.通常

のクラリファイヤ-での凝集沈殿のかわりにア

ルファラバル社のディスク型高速遠心分離機を

使用して軽液と重液に分離し100メッシュのフィ

ルターで渡過後直ちに殺菌桟で以って115℃で

瞬間加熱殺菌し,直ぐに水で40℃に冷却後更に

氷で10℃まで冷やしてから32ビンに入れてコ

ンテナーで運搬市販するしくみでやっているよ

うでした.このジュースの大きな特徴は味と香

りが抜群によいと言うことです.

.と申しますのは,ケ-ンジュースそのものと

しては以前から台湾などでも販売しております

し,又我々の工場などでも清澄汁として常時見

れるのですが,実はこれらは通常は石灰でpH

調整後加熱凝集沈殿処理して得られるジュース

であります為に本来のさとうきび独特の味と香

りが若干変ってしまっているのではないかと思

われるのですが,本システムでとれます所のケ-

ンジュースビバレッジは無薬品処理で瞬間的に

処理したものであります為に透明度そのものは

通常のクラリファイヤ-ジュースにはかないま

せんが,味と香りはそのま 保ゝ持出来ています

ので,現在のように各家庭に冷蔵庫や冷凍庫が

あって冷蔵保存が容易に出来る時代では生牛乳

と同じしくみで十分に販売システムに乗せられ

るのではないかと思うのです.

実は私達も実際にこのジュースを味わらせて

貨いましたが,や 甘ゝ過ぎるかとも思われたの

ですが,暑い時の冷たいケーン生ジュースの味

わいは実に抜群のものがありました.とにかく

生ジュースにして自動販売機で冷やして販売す

ればかなり行けるのではないかと思った次第で

す.

それからジャマイカで製造市販しております

のに ｢TableSyrup｣と言うBx75の濃縮シロッ

プがあります.これの製造法は第8区lからもお

分りになりますように,先程の｢CaneJuice

Beverage｣と全く同じ清浄をするのですが,こっ

ちの方は更にフオーリングフイルムタイプの三

南方資源利用技術研究会誌

垂効用缶でBx75まで濃縮 しましてから冷却後

に,結晶沈殿が出ないようにクエン酸を加えて

20%程度の部分転化処理をしたものでして,し

ばらくタンク貯蔵後3℃に冷却してドライアイ

スで保冷しながらコンテナー車で町へ運搬して

いるとのことでした.まあ,ケ-ンプロダクツ

社の場合はきびを一時間当りわずか10トンと言

う小規模処理ですからすぐに町へ持って行って

さばけるのでしょうが,もうちょっと規模が大

きくなると全国販売する必要もあるでしょうか

ら日本でしたら缶ジュースタイプにする必要が

あるかと思います.

所でこれらの ｢ケ-ンジュース飲料｣と｢テー

ブルシロップ｣のジャマイカでの市販価格は前

者のケーンジュースの方が59.2USドル/ショー

トトン即ち150円換算しますと8,880円/屯であ

り,後者の方のTableSyrupの方が315,25USド

ル/ショートトン即ち47,288円/屯であります.

これらの価格は1,000mR当りに直しますと前

者が容器なしで8.9円/ Pですし,又後者の方

が47円/Rとなり,沖縄のパック入りシークワ-

サージュースの市販価格の濃度10%,1,000m

P入り価格255円 (容器入り)と比べますと前

者が実に29分の1.又後者でも同じ濃度換算し

て比較しますと41分の1と言う超低価格となり,

紙パックコスト費を差し引いても今のジャマイ

カのテーブルシロップの価格は本当に安いこと

が分ると思います.唯,これらの価格はジャマ

イカの安いさとうきび価格 (約4,300円/屯)を

もとにして成り立っている価格でありますから.

さしずめ日本でありましたら現在のキビ価格か

ら考えると少くとも約5倍 (20,190/4,300円-

4J)即ち47円×4.7-221円/ Pの価格にはな

るだろうと思われます. しかしこれはBx75･の

ものですから先程のシークワ-サージュースも

Bx75換算価格1,912円/Rと比べますとそれで

も8.7分の1の超安さでありますのでやり方に
よっては日本でも十分販売可能ではないかとも

思います.

さて次に,ジャマイカに於ける,このプロセ
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ス最後の製品として ｢アモルファスシュガー｣

(粉末糖)と言うものがあります.

これはプロセスからまずラインドやビスバガ

スが生産分離されて行き,更に ｢CaneJuice

Beverage｣と ｢TableSyrup｣の2製品が生産

分離された後の一番最後の糖液から生産される

ものですが,沖縄で言えば粉末黒糖みたいなも

ので,エヤーと一緒に細長い管の中を急スピー

ドで通過させることにより固化粉末化して製っ

ているとのことでありますが,現在製造は順調

のようではありませんでした.このものはごく

うす茶色の,香りの良いおいしい粉末糖でして

クッキーやお菓子類を作るのにもってこいのも

ののようです.

以上が現在ジャマイカの工場で生産されてい

る製品類ですが,バガスも燃料として数えれば

実に5種類 (Charcool,Canejuice,Beverage,

TableSyrup,rind及びPithBagasse)もの製

品類を生産販売しており,日本に於ける政府買

上げ対象品である原料糖は全く製られてないの

が印象的でした.

勿論私はこのシステムがそのま 今ゝの日本に

すぐに適用出来るとは思っておりません.と申

しますのは,今日本とジャマイカでは砂糖の価

格が大部違います.又原料糖にすれば全量政府

が買上げてくれると言う販売面での有利さの違

いもあります.そのようなことを種々勘案しま

すとやはり日本でしたらプロセスはジャマイカ

でのそのま のゝプロセスでなく,日本向きのプ

ロセスに改良再設計した方がよいのではないか

と思います.

それから,ジャマイカではまだやっておりま

せんが,ケ-ンセパレーターの機能としてはそ

なわっていて,いっでも回収が可能な製品とし

て ｢ケ-ンワックス｣があります.このケ-ン

ワックスは今各種天然ワックス類の資源不足を

カバー出来る唯一つの大型資源として天然ワッ

クス業界から熱い期待を受けている有力商品の

一つです.天然ワックスは現在,カーワックス

への混合用や化粧品,健康食品,OA機器用の
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潤活剤,ミカンやリンゴ等の表面に塗布するパ

ラフィン代替の光沢剤等々その巾広い用途に支

えられて,需要量が急激に増加しっっあります

が,その反面,供給面の方は逆に主要天然ワッ

クスであるカルナウバワックスやキャンディラ

ワックスなどの原料がメキシコの砂漠地帯やア

マゾンの奥地などと不便な遠隔地に遍在してい

る上に,最近では採取労働者が急激に減って来

て価格も急上昇しつつあると言われておりまし

て今そのような情勢の中,天然ワックス頬の最

後の大型資源としてケ-ンワックスが見直され

つつある所です.このような情勢に対しても即

応供給体制がとり易いと言う点でもケ-ンセパ

レーションシステムには有利さがあります.

以上ケ-ンセパレーションシステムの特徴や

ジャマイカでのさとうきびの総合利用の模様な

どについてお話をしてまいりましたが,このセ

パレーションシステムは先程来お話申し上げて

まいりましたようにさとうきびを総合利用しよ

うと言う場合に現行のミル方式にはない大変す

ぐれた特徴を持っております所からこれからの

沖縄でのさとうきびを維持発展させて行く上で

大変重要な技術の1つとなるだろうと思ってお

ります.

どうか皆さんで更に調査研究されて是非早期

に導入を図って下さいますようお願い申し上げ

まして今回のジャマイカ視察を基にしましたケ-

ンセパレーションシステムの御紹介の話を終り

たいと思います.


